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賛美：	 Send	Me!		（下を参照）	
	
おいのり（今日も生かされていることを感謝し、主の守りと導きを祈ろう。）	
	
おはなし「ハイデルベルク信仰問答書、問 59＆60」	 	

スパーリンク宣教師	
	
みなさん、こんにちは！CSの中高生科にようこそおいでくださいました。私が中
高生科を担当する時に、ハイデルベルク信仰問答書を学んでいます。今日もそう

したいと考えています。	
	
前回はハイデルベルクから使徒信条の最後のところを学びました。「我は罪の赦

し、体のよみがえり、とこしえの命を信ず」でした。何で使徒信条を学んできた

か	 思い出しましょう。ハイデルベルクの構造は次のようになっています。問１−

２は序説のように、全体を紹介します。私たち人間が幸せに生き、また、平安の

うちに死ぬために３つのことをきちんと知らなければなりません。まず、問３−	

１１のところで、神様に背いた私たちの罪の大きさとこれに伴う悲惨な状況にあ

ることを第一に語っています。問１２−８５は、次に、神様と和解する救いの道に

ついてです。イエス様が唯一の救い主で、完全な従順と十字架の死によって必要

な償いを私たちに代わって払ってくださり、神様が求めておられる正しさを価な

しに	 信じる者に、提供してくださることを学びます。そこで問題ですが、何を

信じるというのでしょうか。答えは、「使徒信条にまとまっている福音ですよ」、

と教えてくれます。だから、使徒信条を学んだわけですね。	
	
では、今度、長い学びを終えるにあたり、もう一度このことを確認するために、

問 59＆６０があります。まず５９問を交読しましょう。（下を参照）	
	
つまり、使徒信条を信じて告白する私たちに「神の御前で義とされ、永遠の命を

相続する」というのですね。この「義」というのは、人の基準の「良い人」ので

はなく、聖なる全能の神様の御心に完全にかなう、清い、罪を持たないものとし

てみなされます。これなら、「罪と悲惨」の問題は消えています。すごい！	
	
問６０を交読しましょう。（下を参照）	



ここでもう一度きちんと救われる道をわかりやすく記されています。宗教改革時

代、つまり、神様のこと、救いのこと、教会のことを再び聖書から確認する時代

において、「聖書のみ、恵みのみ、信仰のみ」をモットーにしているときですか

ら、この６０問の答えに、「信仰によってのみ救われるのですよ！」と記してい

ます。自分の努力とか功績には少しも依かからないで、神様の恵みによります。

信仰によって、完全な受け身になって、救いの賜物をただいただく、というので

す。救い主がいますよ。私に代わって全てのやるべきことをなして、私のために

贖いの代価を支払い、罪を洗い流し、潔白にしてくださいます。イエス様がその

救い主です。ただ信じて、受け入れなさい！	
	
６０問の答えの後半をもう一度読みましょう。	
	
「本当ですか？私の努力や功績は必要ないですか？」これは次に取り上げる問題

です。そして続けて、「では、その信仰はどこからくるのですか？」これもまた、

その続きですよ。お楽しみに！	

	
	
（けんきん）今日もとっておいて、教会で再びお会いするときにまとめてささ	
	 	 	 	 げましょう。	
	
賛美：	 	 我をも救いし奇しき恵み、1＆２節	 （下を参照）	
	
お祈り（黙祷をもって神様が救ってくださることを信じて、感謝しましょう。）	



	
	




